
11月01日（日）9:00～10:30  第２会場

日本緩和医療薬学会共催 合同企画シンポジウム４

腎と緩和のクロストーク

～CKMを知り、CKD患者の緩和ケアへの関わり方を再考する～

座長：

吉田拓弥（白鷺病院 薬剤科）

鈴木大介（JA愛知厚生連海南病院 薬剤部）

演者：

高野陽平（砂川市立病院 薬剤部）

緩和ケア概念の拡張と薬剤師介入の再定義― 終末期から早期へ ―

鈴木大介（JA愛知厚生連海南病院 薬剤部）

腎代替療法選択と終末期ケアの関連― 治療法とケア方針の交差点 ―

大内友季江（光ヶ丘スペルマン病院 薬剤科）

終末期緩和ケアと地域連携の実践― CKDとの親和性 ―

荻上尚樹（東京大学医学部附属病院 薬剤部）

腎と緩和を調律する薬物療法―患者ステージによる判断比重―
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